
平成 27 年 7 月 
三菱重工業株式会社 

第 90 回定時株主総会の議決権行使結果について 
平成27年6 月26 日に開催いたしました当社第90回定時株主総会における議決権行使結果につきまして、

下記のとおりお知らせいたします。 
記 

１．当該決議事項の内容 
第１号議案 剰余金の処分の件 
第２号議案 定款一部変更の件 
第３号議案 監査等委員でない取締役９名選任の件 

監査等委員でない取締役として、大宮英明、宮永俊一、前川篤、鯨井洋一、水谷久和、

木村和明、小口正範、小島順彦及び篠原尚之の各氏を選任する。 
第４号議案 監査等委員である取締役５名選任の件 

監査等委員である取締役として、井須英次、野島龍彦、畔柳信雄、クリスティーナ・ア

メージャン及び伊東信一郎の各氏を選任する。 
第５号議案 監査等委員でない取締役の報酬額決定の件 
第６号議案 監査等委員である取締役の報酬額決定の件 
第７号議案 株式報酬制度に係る額及び内容決定の件 
 

２．当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示にかかる議決権の数、当該決議事項が可決さ

れるための要件並びに当該決議の結果 

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 
決議の結果 

賛成比率（％） 可否 

第１号議案       2,401,953           2,589 3,594 （注）１ 98.98 可決 

第２号議案       2,387,282          17,260 3,594 （注）２ 98.38 可決 

第３号議案      

大宮 英明       2,254,472         147,358 6,233 （注）３ 92.91 可決 

宮永 俊一       2,381,434          20,399 6,233 （注）３ 98.14 可決 

前川  篤       2,386,707          15,126 6,233 （注）３ 98.36 可決 

鯨井 洋一       2,386,665          15,168 6,233 （注）３ 98.35 可決 

水谷 久和       2,386,776          15,057 6,233 （注）３ 98.36 可決 

木村 和明       2,386,578          15,255 6,233 （注）３ 98.35 可決 

小口 正範       2,374,174          27,659 6,233 （注）３ 97.84 可決 

小島 順彦       2,232,525         171,912 3,626 （注）３ 92.00 可決 

篠原 尚之       2,398,821           5,621 3,626 （注）３ 98.85 可決 

第４号議案      

井須 英次       2,357,784          44,050      6,233 （注）３ 97.16 可決 

野島 龍彦       2,374,118          27,716    6,233 （注）３ 97.84 可決 

畔柳 信雄       1,633,152         771,273       3,627 （注）３ 67.30 可決 

 

 
   



    

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 
決議の結果 

賛成比率（％） 可否 

第４号議案  

クリスティーナ・

アメージャン 
      2,395,686           8,757     3,626 （注）３ 98.73 可決 

伊東 信一郎       1,943,443         460,981       3,627 （注）３ 80.09 可決 

第５号議案       2,396,454           8,076       3,594 （注）１ 98.76 可決 

第６号議案       2,396,427           8,094       3,594 （注）１ 98.76 可決 

第７号議案       2,382,044          22,464      3,596 （注）１ 98.16 可決 

 
（注）１．第１号議案、第５号議案、第６号議案及び第７号議案が可決されるための要件は、出席した

議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成である。 
２．第２号議案が可決されるための要件は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分

の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議決権の３分の２以上の賛成である。 
３．第３号議案及び第４号議案が可決されるための要件は、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議決権の過半数の賛成

である。 
４．賛成比率は、当該株主総会前日までに行使された議決権の数（意思表示を無効としたものを

含む。）と当日出席した株主の議決権の数の合計に対する割合である。 
 

３．議決権の数に当該株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 
当該株主総会前日までに行使された議決権の数と、当日出席した株主のうち、賛否等を確認できた一

部の株主の議決権の数を合計したことにより、決議事項の各議案が可決されるための要件を満たし、

会社法上適法に決議が成立したため、当日出席した株主の議決権の数の一部を加算していない。 
以 上 


